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1は じめ に

発根剤処理の有無お よび用土の違いが植物の生長に及ぼす影響 を明 らかにするため、10種 類の

植物 を用いた挿 し木の発根試験を行 った。本発表では得 られた結果について報告する。

2材 料と試験方法

挿 し木 の発根試 験に用 いた植 物は、ホ ンコンカポ ック、パ ッシ ョンフル ー ツ、アベ リア、

デ ュランタ、ブーゲ ンビ リア、アセ ロラ、 フ トモモ 、アセ ビ、ニオイバ ンマ ツ リお よび ピタ

ンガ の10種 類 である。試験条件 を表1に 示す。使用 した用 土は、鹿 沼土 とバ ー ミキ ュライ

トの2種 類 であ る。用 土 ごとに100本 の穂木 を準備 し、50本 は無処理 、残 りの50本 は発根

剤処理(以 下、 オキシベ ロン処理 とい う)と した。用土別 の100本 の穂木 をそれ ぞれ トレイ

に挿 し約2ヶ 月経 過 させ た後、無処理 の50本 の穂木 とオ キシベ ロン処理 を行 った50本 の穂

木か らそれ ぞれ12本 を採 取 し、発根 数お よび カル ス形成数 を調 査 した。

表 一1試 験条件

用土 鹿沼土 バーミキュライト

処理方法
オキシベロン無処理

処理

オキシベロン無処理

処理

穂木数 5050 5050

調査穂木数 1212 1212

3発 根試験結 果

図-1は 、鹿沼土 にお ける発根数を植物 ごとに示 した ものである。オキシベ ロン処理 を行 った

穂木の方が発根数 は大きい。 さらに、ホンコンカポック、パ ッシ ョンフルーツお よびアベ リアは

他の植物 に比べ発根数 が大きな値 を示す。 なお、ニオイバ ンマツ リお よび ピタンガでは発根 がみ

られなかった。

図-2は 、鹿沼土にお けるカルス形成数 を植物 ごとに示 したものである。 カルス形成数はオキ

シベ ロン処理 を行 った穂木の方が大きな傾 向を示す。 なお、 ピタンガではカルス形成がみ られな

かった。バー ミキュライ トにおける植物 ごとの発根数お よびカルス形成数 についても図-1お よ

び図-2の 結果 と同様な傾向を示 した。

表-2は 用土別 の発根数である。バー ミキュライ トの発根数 は、オキシベ ロン処理の有無に係

わ らず鹿沼土のそれよ り大 きい。特 に無処理での発根数は、鹿沼土のそれの約1.7倍 と大 きくな

ってい る。 さらに、鹿 沼土およびバー ミキュライ トにおけるオキシベ ロン処理での発根数は無処

理でのそれに比べ大 きな値を示 している。
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図一1鹿 沼土における植物 ごとの発根数
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■オキシベロン処理
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図一2鹿 沼土における植物 ごとのカルス形成数

表-2用 土別の発根数

用土
無処理での

発根数

オキシベロン処理

での発根数
発根数合計

鹿沼土 257 568 825

バーミキュライト 426 596 1,022


